
 
 
  

   

  

                        

  
『未来にきらめく子どもたちに生きる力を』                【教育・保育目標】 
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 心がホットステーション 「おおばばささんん、、いいつつももあありりががととうう！！」 

 卒園式の朝、訓子府美装の芳賀さんが「園長先生、昨日、５歳児の女の子から、『いつも掃除

をしてくれてありがとうございます。』と言って、絵をプレゼントされたんです。うれしくて涙

が出ました。家に飾っておこうと思います。」と駆け寄って話してくれました。また、「おばさん、

いつも掃除をしてくれてありがとう！」と声をかける男の子がいました。「えらいねえ～！」と

褒めると、「いつも言っているよ！」という返事が返ってきました。これが「わくわく園」で学んだことです。胸

を張って、小学校に送り出せます。 

《３月２３日》 卒園式の祝辞から  
 ３年前、小さいわが子の手を取り、こども園に入園した時のことを思い出します。毎朝、泣

きながら通っていた子でしたが、友だちができ、一緒に遊ぶことを覚え、こども園が好きにな

り、自主的に教室に向かうようになりました。最初は、何を描いているか分からなかった絵も、

学年が上がるにつれて上手に描けるようになり、成長する姿に喜びを感じていました。 

 この３年間は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、本来の活動ができませんでしたが、

制限のある中、子どもたちのために、いろいろ工夫を凝らしていただきました。先生方は、わが子のように一人一

人に寄り添い、成長を喜んでくれました。特に、運動会などの行事では、毎回号泣する副園長先生の姿は、子ども

たちや保護者の記憶に、これから先忘れることはないでしょう。こども園で過ごした日々は、大人へと成長してい

く立派な土台となり、大きな力となりました。本当にありがとうございました。 

 小学校に入学します。また様々なことを経験し、成長していく子どもたちを今後も応援していただけると大変嬉

しく思います。 

 最後になりましたが、認定こども園「わくわく園」のご発展と先生方のご多幸をご祈念申し上げ、祝辞の言葉と

させていただきます。                 

令和５年 ３月２３日 育友会 会長 加藤 憲一 

 

 ３年間のマスク生活でした。やっとマスクなしの表情豊かな子どもたち一人一人に卒園証書を

渡すことができました。先生方もマスクを外しました。「マスクだと泣いても隠すことができるけ

れど、どうしよう？」と心配して先生は、せっかくの化粧も台無しになるほど、号泣していまし

た。ご存じ泣き虫の副園長先生は、１週間前からもう感傷に浸っていました。 

 マスクを外したことで、合唱はできませんでした。その代り手話歌を最後に披露しました。来賓の方々から、「一

人一人の手話が、ぐっと心に響いてきました。いい卒園式でした。」とお褒めの言葉をいただきました。 

 

                 育友会から、スティックのりと制作用テーブルシートをいただきました。 

                    大切に使わせていただきます。ありがとうございました。 

 

【新学期（４月１日から５月７日まで）の学校におけるマスク着用の考え方と見直しについて】  
３月１７日付で道教委から次のような通知がありました。＊3月24日（金）コドモンで配信しました。 

学校教育活動においては、児相生徒及び教職員についてマスク着用を求めないことを基本とする。ただし、混雑し

た場所や交通機関を利用する場合、校外学習等において医療機関や高齢者施設等を訪問する場合、感染が拡大して

いる場合は、マスク着用を呼びかける。５月８日以降の対応については、後日改めて通知するという内容です。 

これを受けて、４月から、園もマスクは外しますが、これまで通りの感染対策を講じての対応となります。 

訓子府町 認定こども園「わくわく園」 令和５年３月２７日（月） 文責 牧野喜充 
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～〇×△◆～人に対する免疫力は、家庭でつくる：今からスマホ対策～〇×△◆～ 

 人との関わりがうまく築けない子が増えています。その原因は、家庭にあります。家族が崩壊し、人間関係がど

んどん薄くなっているような気がします。これは望ましい姿ではありません。家庭が楽しくないと思ってスマホに

逃避している子どもが多くいます。この子たちを家庭に引き戻さなければなりません。一番身近な家族に会話がな

くて、どうして他人とコミュニケーションがとれるでしょうか？面と向かって言うことができず、スマホを通して

でしか、自分の思いを伝えらなくなっています。 

「うちの子はまだ小さいので、大丈夫！」と思っていたら大きな間違いです。中学校では、SNSによる被害防

止の指導をしていますが、中学生になってからでは遅すぎます。「三つ子の魂百まで」と言います。 

WBCで活躍した大谷翔平選手やヌートバー選手のように育ってほしいのなら、とにかく家族が一緒に過ごすこ

とです。映画館やコンサート会場では、スマホの電源を切るようにアナウンスされます。家族が顔を合わせている

ときも同じです。スマホから目を離さない大人が増えています。スマホを使わないということではありません。今

やなくてはならないアイテムです。だからこそ、正しい使い方を身に付けるには、小さい時からの習慣が大事です。

そのためには、どんな使い方をするか、親が範を示すことです。幼いころから、親の姿を見ていると身に付くもの

です。どんなに時代は変わっても、家族愛の尊さは変わりません。子どもは、育てたようにしか育たないのです。

道徳観や所作は、小さいころからの積み重ねです。 

4月から、また、子育て一緒に頑張りましょう！ 

～人事異動のお知らせ～  

 ☆濱野 厚子先生 子育て支援センター支援員勤務になります。 

 ☆北原 史絵先生 訓小の特別教育支援員になります。 

 ☆伊藤 朱実さん こども園から給食センター勤務になります。 

 ◎高橋 聖子先生 《新採用》４月に改めてご紹介します。 

 ◎上野 佳子先生 児童センター勤務からこども園勤務になります。 

 ◎加藤 朋子先生 代替さんからこども園支援員勤務に換わります。 

 ◎名和 界子さん 給食センターからこども園調理員勤務になります。 

＊西山由紀子先生 ６５歳になり一度退職されますが、代替保育教諭として引き続きこども園で勤務します。 
 

/＊/４月の行事予定/＊/  *行事予定は、コドモンでも確認できますのでご利用ください。 

１ 土 
年度始休業日  

１８ 火 
わくわくEnglish（４・５） 

育友会総会・学級懇談会（０） 

２ 日  １９ 水 定例研修会 育友会総会・学級懇談会（１） 

３ 月 入園式の準備 ２０ 木 避難訓練 育友会総会・学級懇談会（２） 

４ 火 第８回入園式 始業式 ２１ 金 育友会総会・学級懇談会（３） 

５ 水 バス乗車指導 １０日まで ２２ 土  

６ 木 身体測定（３～５） 小学校入学式 ２３ 日  

７ 金 身体測定（０～２） リズム遊び（４・５） ２４ 月 内科検診（０～３）育友会総会・学級懇談会（４） 

８ 土 
 

２５ 火 
お弁当の日 内科検診（４・５） 

育友会総会・学級懇談会（５） 

９ 日  ２６ 水 たてわり保育（４・５） 

１０ 月  ２７ 木 誕生会 

１１ 火 家庭訪問開始２１日まで （３～５） ２８ 金 ケース会議 尿検査１次 

１２ 水 お集まり会 ２９ 土 祝日）昭和の日 

１３ 木  ３０ 日  

１４ 金   ＊学担発表は、3月２８日（火）です。 

１５ 土  ♪４月の歌♪  ・こいのぼり ・手をたたきましょう  

・あくしゅでこんにちは  

（て）あたま・かた・ひざ・ポン 

１６ 日  

１７ 月  

お世話になりました。 

さようなら！ 

ありがとう 

ございました。 

1年間ありがとうございました。 

 ご協力に感謝申し上げます。 

コドモン切替 

保護者の方は何もする

ことはありません。 


